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大気－海洋混合層結合モデルによる瞬間的 CO2倍増実験より、 全球降水量変動における CO2
倍増の直接効果を地表面・大気熱収支の観点から評価した。温室効果ガスである CO2の増加に
より、 大気よりも熱容量の大きい地表面が加熱される一方、 水蒸気と CO2のオーバーラップ
効果は正味地表面放射の変化を抑制するため、 それを補うように蒸発による潜熱フラックスが
減少する。 この結果、 CO2倍増の直接効果として、 降水量の減少が引き起こされる。 
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２００６年度 1,300,000 0 1,300,000 
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と が 予 想 さ れ て お り （ IPCC 














































平成 17 年 10 月現在、MRI-CGCM は筑波大学に
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